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守山 FSの活動概要 

守山 FS代表  高谷 好一 

 

 

 守山 FS は２種類の働きをしている。 

ひとつは会場としての働きであり、今ひとつは研究である。 

 

1．会場として 

 

 生存基盤科学研究ユニット京滋サイトの定例会を行うといものが基本であるが、それに関連したい

ろいろな会議が行われている。それらの会議には、次のものがある。 

 

① 守山 FS・NPO法人連携会議 

生存基盤科学研究ユニットの京滋サイトでの研究とよく似た問題意識をもつ NPO 法人と

の連携会議がもたれている。連携している具体的な NPO 法人は、平和環境もやいネット、五

環生活、菜の花プロジェクトである。会議の内容は、研究成果の共有、シンポジウム等社会

還元事業への協力体制についてなどである。 

② 地域高齢者サロン 

守山市を中心とした地域に住む高齢者が集まって、互いの近況を報告し、楽しむ場となっ

ている。 

③ 守山市まちづくり事業相談会 

守山市内に住む若手商工経営者が集まって、守山市の活性化事業についての相談・会議の

場として使用されている。 

④ 守山市産学官民連携会議 

守山市の市役所職員、商工経営者、大学関係者（京都大学、滋賀県立大学、龍谷大学）、市

民が集まって、市のビジョン形成とそれに伴う各種事業・調査についての議論の場となって

いる。 

 

 以上が、各種月１回のペースで行われている。守山 FS はそれらの会議の会場として使われている。 

 2011 年度については、実際には表 1 のような使用状況であった。 

 

2. 研究 

 

 守山市は３つの地区からなっている。湖岸地区、田園地区、市街地区である。それぞれの地区には

りついたかたちで、次のような調査・研究活動を行っている。 
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① 湖岸地区 

①-1 「ナレズシ」作り 

 琵琶湖の伝統食品である「ナレズシ」についての歴史的、社会的調査を行い、さらにこれ 

を軸にして琵琶湖文化の本質的理解と発信を促す目的で活動している。実際には守山漁業協

同組合の戸田直弘氏より研究協力をいただき、活動を展開している。特任研究員の嶋田が中

心になっている。 

  ①-2「里湖・里川」づくり 

     野洲川の最下流部をなす大川が廃川になっている。これを「里湖・里川」の思想をもとに、

地域の中で地域住民の手で活かすという活動を行っている。地元のみさき自治会ときわめて

緊密な協働のもとに行っている。安藤淳教授、矢嶋助教が中心になっている。 

② 田園地区 

ここは近江の米どころの中心である。過去 100 年の稲作と稲作農村の変化がかなりよく判

っている。土地の古老（84 歳）の協力を得て、特任研究員の藤井が聞き取りを続けている。 

③ 市街地区 

中心市街地の活性化と伝統の共存、これが現在守山市によって取り組まれている最大の問

題である。多くの市民団体もこれに参画している。この地区で、伝統的町家の裏にソバを植

え、土地と産物を活用するという活動を嶋田が行っている。 

 

以上が守山 FS で行っている研究活動の主なものである。 

高谷は田園地区の住民であるという利点を活かして、もっぱら調整役を引き受けている。 
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       表 1 守山フィールドステーションの使用状況 


